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ARPELとは何か? 

• ラテンアメリカとカリブ地域の石油・ガス関連の企業・機関
からなる50年の歴史を持つ連合体であり、 以下の目的を
有する。 

• 当該地域の産業の統合、成長、運営の卓越性、効果
的な社会環境活動を促進すること。 

• 石油・ガス部門による当該地域の持続可能なエネル
ギー開発への寄与を最大化させること。  

• ARPELのミッションは関連のステークホルダーとの相乗効
果や協力を通じて達成される。 

• ARPELの加盟組織は当該地域における上流および下流
活動の90%以上に相当する。  



ARPEL加盟企業  



ARPEL加盟機関 



RETOS™の歴史 



RETOS™とは何か? 

• ARPELの「油流出準備評価ツール 
（RETOS™）」 とそれに付随するマニュアル

は、政府と企業が油流出対応計画策定と
準備の管理のレベルを評価し、特定され
たギャップを埋めるのを支援するために
開発された。 

• 一般に合意されている既定の基準に関
連している。 



国内および国際標準  

• MARPOL/OPRC 

• IMO指針 

• 産業界の指針（IPIECA, ARPEL, 
API） 

• ISO 9000と14000 

• 2008年IOSC指針 

• 法律と規制 

ARPELのマニュアルとRETOS™の指針

と実施は提案されたものであり、義
務付けられたものではない。  



RETOS™の最重要点 

• 対象領域：油流出  

• 様々な流出シナリオに適用可能： 

• 流出源 （タンカー、パイプライン、
プラットフォーム、地上施設等)  

• 流出環境（陸地、内陸水路、沖
合等）  



RETOS™で用いられる定義  

• 基準（管理の必要条件等） 

 

• カテゴリー 

 

• 油流出対応の7種の領域  

 

• ３つの評価レベル – 包括的基準 

A. 法律、規制、協定 
B. 油流出緊急時対応計画策定 
C. 対応の調整 
D. 安全衛生、セキュリティ 
E. 運営上の対応 
F. 追跡、評価、情報管理 
G. 後方支援 
H. 財務・運営上の考慮事項 
I. 訓練と演習 
J. 持続可能性と改善 



油流出対応プログラムへのRETOS™ 
の適用 

• 政府または産業界 

1. 施設 – ターミナル、プラント、製油所 

2. 施設／資産の運営 – パイプライン、
船舶、船団 

• 政府 

3. 港湾／都市／特定地域 

4. 区域 – 地域、県、州 

5. 国家（および複数国家 ） 

• 産業界 

6. 国または業種（たとえば生産業） 

7. 法人 



ARPEL RETOS™ V 2.0の使用 

例 

施設（たとえば製油所） 

レベルA  



RETOS™の使用 – レベルの選択 



RETOS™の使用 – 評価  



RETOS™の使用 – スコア  



RETOS™の使用 –  
包括的パフォーマンス分析 

包括的パフォーマンス分析

の結果 
カテゴリー 値 

法律、規制、協定 90% 

油流出緊急時対応計画 85% 

対応の調整 95% 

安全衛生、セキュリティ 100% 

運営上の対応 86% 

追跡、評価、情報管理 100% 

後方支援 100% 

財務・運営上の考慮事項 100% 

訓練と演習 100% 

持続可能性と改善 83% 

合計 92% 

機関固有の基準 75% 

  

完成数／質問総数：  58/ 66 

レベルAの総合評価：92%（開発中）  
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RETOS™の使用- 包括的改善 
プログラム 

包括的改善プログラム – 実行計画 

優先順位 
タスク（要素・基準別に

列挙する） 
コメント／勧告 責任者 

資源（人材、物理的資

源、情報源） 

スケジュール（目標完成

日を示す） 

2008年IOSC 

指針の参照箇所* 

重要基準 - 未達 

1 

B9：流出源に基づき、危

険にさらされる一般的区

域が特定されている。 

正式なリスク評価が行

われていない。その実

施を提案し、OSRプロ

グラムの改変の必要性

を確認すること。 

      IOSCサブエレメント4.3 

重要基準- 一部未達 

2 

  

C6：インシデントコマンド

が（氏名または役職によ

り）１名または２名の特

定の個人に割り当てら

れ、予備要員が特定さ

れている。 

予備要員の特定が必要。       
IOSCエレメント10、サブ

エレメント10.3  

E3：機器が適切に保

管され、良好な作業状

態にあり、適切に保守さ

れ、検査されている。  

シェルターの下にオイル

フェンスを設置するよう

勧告すること。-  現状の

まま放置するとUV損傷

が生じるだろう。 

        

A. 法律、規則、契約 

  

局所的な（合理的な距

離の範囲内での）OSR

援助のための調印済み

の契約が存在している。 

契約が口頭のものにす

ぎない。より正式なアプ

ローチを推奨すること。 

      
IOSCサブエレメント

23.4 

I. 訓練  

  

対応チームの人員に対

して、OSCPに関する定

期的な訓練コースが実

施されている。 

その計画の発表時には

現場の人員に対して最

初の講習が実施された。

新たな人員はその計画

に関する訓練を受けな

かった。より新しい人員

のための準備を行うこと。 

      
IOSCエレメント 9とエレ

メント 27  

審査担当者:   

承認者:   日付   



ARPELのマニュアルとRETOS™  

マニュアルは 油流出対応管理の評価のた

めの背景を提供し、使用される用語、評価
プロセスへのアプローチ、包括的改善プロ
グラムの概念ならびに150以上の参考資料
について説明している。  

ツール（RETOS™） は、特定のプ

ログラムと評価レベルのための
チェックリスト型アプローチとし
て意図された Excel™ アプリケ
ーションである。  

www.arpel.orgで無料で入手可能 

RetosII Facility X 2014_0413.xlsm
RetosII Facility X 2014_0413.xlsm
RetosII Facility X 2014_0413.xlsm
RetosII Facility X 2014_0413.xlsm
http://www.arpel.org/


政府と産業界による国際的使用 

USCG 

COCATRAM 

REMPEITC 

GI-WACAF 

OSPRI 
GI-China 

GI-SEA 

ARPEL 



結び 

• 国際的な政府／産業界の取り組み 

• レベルAの重要基準 – 基本的管理の確保 

• 機関固有の基準 – 柔軟性 

• 包括的パフォーマンス分析 – 評価カテゴリーごとのサブスコア及びカテ
ゴリー別の結果の簡単な表示 

• 包括的改善プログラム／実行計画の自動作成 - 改善／相乗効果のた
めの優先事項 

• マニュアルは、ベストプラクティスに関する150以上の選ばれたインター
ネット上の参考資料を紹介している。 

• ARPELによるRETOS訓練の支援 
• 様々な機関からの参加者に対する全国的／地域的コース 

• 単一のOSRプログラムの目的に合わせた訓練及びギャップ分析 

 



www.arpel.org   –   info@arpel.org.uy 

Javier de Viana 1018, Montevideo, Uruguay –  

Tel.: (598) 2410 6993 – Fax: (598) 2410 9207 

ありがとう!!! 
何かご質問は? 

http://www.arpel.org/
mailto:info@arpel.org.uy

